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第２編 設計 

第４章 橋梁付属物 

４-１．支承 
４-１-１．ＰＣ軌道桁 
 

  ＰＣ軌道桁を支持する支承は、橋長に応じて３タイプに区分し、その適用範囲は下表のとおり

とする。 

表 4-1（1）ＰＣ軌道桁支承タイプ区分表 

   

設計番号 橋長（ｍ） 支承種別 備考（略記号） 

① Ｌ-17    Ｌ＜19.2 17ｍタイプ Ｓ 

② Ｌ-20 19.2≦Ｌ＜20.7 20ｍタイプ Ｍ 

③ Ｌ-22 20.7≦Ｌ＜22.6 22ｍタイプ Ｌ 

 

  次頁に各タイプの支承標準図を示す。 

 

 

 ＜解説＞ 
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４-１-２．鋼軌道桁 

 

  鋼軌道桁を支持する支承は、設計要領（案）3.6.2 の標準図に示されたＢＰＲ支承を用いるも

のとし、各支承部材については鋼軌道桁の構造条件に応じて個別設計を行うものとする。 

  なお、セットボルト及びサイドブロック取付ボルトはゆるみ対策を実施するものとする。 

 

 

 ＜解説＞ 

 

 

※参考図 
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４-２．アンカーケース 

 

  ＰＣ軌道桁を支持する支柱または部分においては、支承のベースプレート及びアンカーケース

を下部工工事において設置することとする。アンカーケースは支承タイプに準じて、表4-1（1）

ＰＣ軌道桁支承タイプ区分表のとおりとする。 

  次頁に各タイプのアンカーケース標準図を示す。 

 

 

 ＜解説＞ 
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４-３．伸縮装置 
 

  ＰＣ軌道桁の伸縮装置は、桁遊間に応じて４タイプに区分する。 

 

表 4-3（1）ＰＣ軌道桁伸縮装置タイプ区分表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次頁に各タイプの伸縮装置標準図を示す。 

 

 

 ＜解説＞ 
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